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千葉県からのお知らせ

新型コ白ナ検査が
無料で受けられます

01月 31日 (月 )ま で (予定 )

0無症 状 の方 のみ

新 型 コロナ ウイ ル スの感 染 に

不 安 のあ る方 、帰 省 や旅 行 な ど

の前 に感 染 の不 安 を解消 して お
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こ
れ
ま
で
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て

い
た
色
付
き
ガ
ラ
ス
瓶
を
回
収
し
、

安
全
で
柔
ら
か
い
人
工
砂
に
変
え
る

．

銚

子
市

の

「
ガ

ラ

ス
リ

ソ
ー

シ

ン

グ
一
。

２０
年
以
上
前
に
伊
藤
憲

一
会

長

（
７．
）
の

「も

つ
た
い
な
い
」
を
原

点
と
し
た
同
社
は
現
在
、
サ
プ
ラ
イ

チ

ェ
ー
ン

（供
給
網
）
を
巻
き
込
ん

だ
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進

の
流
れ
を
く
み
、

全
国
の
自
治
体
や
企
業
か
ら
熱
い
視

線
を
向
け
ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　
・

広
大
な
海
を
望
む
銚
子
市
春
耐
町

の
本
社

工
場

に
運
び
込
ま
れ
る

の

は
、
西
は
滋
賀
県
ま
で
１
都
１３
県
か

ら
集
ま

っ
た
色
付
き
瓶

や
陶
磁
器

類
。
年
間
約
１２
万
ナ
に
上
り
、
関
連

事
業
所
と
合
わ
せ
て
全
国
で
廃
棄
さ

れ
る
色
付
き
瓶
の
４
割
ほ
ど
に
当
た

る
。
赤
坂
修
社
長

（
６８
）
の
協
力
に
よ

っ
て
事
業
化
ま
で
約
１０
年
を
要
し
た

と
い
う
独
自
技
術
で
い
ガ
ラ
ス
を
柔

ら
か
く
粉
砕
。
手
に
刺
さ
ら
な
い
安

全
な
人
工
砂

「造
粒
砂

（ぞ
う
り
ゅ

う
さ
）
」
を
開
発
し
た
。

間
近
で
見
る
と
色
と
り
ど
り
の
ガ

ラ
ス
が
き
ら
め
く
造
粗
砂
だ
が
、
現

在
は
主
に
地
盤
改
良
材
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。
水
分
を
合
み
や
す
い

自
然
の
山
砂
に
比
べ
透
水
性
に
優
れ

て
お
り
（
液
状
化
防
止
な
ど
で
道
路

の
下
な
ど
に
敷
く
ケ
ー
ス
が
多
い
。

同
社
に
よ
る
と
、
国
土
交
通
省
の
大

規
模
事
業
用
に
も
発
注
を
受
け
て
い

る
。軌

道
に
乗

っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

だ
が
、
原
点
は
日
本
古
来
の

「
も

っ

た
い
な
い
」
精
神
。
酒
や
調
味
料
と

い

っ
た
使
用
済
み

の
瓶
を
捨

て
る

際
、
無
色
と
茶
色
は
ガ
ラ
ス
原
料
に

戻
す
リ
サ
イ
ク
ル
が
基
本
だ

っ
た
。

一
方
の
色
付
き
瓶
は
こ
れ
ま
で
再
利

用
の
道
が
な
く
、
最
終
的
に
埋
め
立

て
処
分
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
実
態

を
知
り
、
色
付
き
瓶
の
資
源
化
に
向

け
構
想
を
始
め
た
と
い
う
。

伊
藤
会
長
は

「
最
初
は

『
ガ
ラ
ス

を
砂
な
ん
か
に
し
た
ら
危
険
じ

ゃ
な

い
か
』
と
一
今
で
こ
そ
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の

概
念
が
根
付
い
て
き
た
が
、
理
解
さ

れ
る
ま
で
時
間
が
か
か

つ
た
」
と
打

ち
明
け
る
。
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
整
備
や
３
Ｒ

（リ
デ

ュ
ー
ス

・

リ

ユ
ト
ス

・
ヶ
サ
イ
ク
ル
）
の
浸
透

で
徐
々
に
周
囲
の
目
は
変
わ

っ
た
と

い
う
が
、

「
誰
も
や
ら
な
い
こ
と
に

疑
念
を
抱
か
れ
る
の
は
仕
方
な
い
。

い
か
に
マ
イ
ナ
ス
部
分
を

つ
ぶ
し
て

い
く
か
が
重
要
だ

‐っ
た
」
と
話
す
。

同
社
の
取
り
組
み
は
、
政
府
が
２

０
５
０
年
を
目
標
に
定
め
た
脱
炭
素

社
会
に
も
貢
献
す
る
。
山
砂
採
取
と

比
較
し
て
製
造
段
階
の
Ｃ
０２
排
出
量

を
約
３０
％
削
減
で
き
る
ほ
か
、
自
然

を
守
る
こ
と
は
Ｃ
０２
吸
収
量
の
確
保

に
も

つ
な
が
る
。
昨
今
の
環
境
意
識

の
高
ま
り
で
、

「
ガ
ラ
ス
リ
ソ
ト
シ

ン
グ
の
砂
を
使
い
た
い
」
と
い
う
間

い
合
わ
せ
は

一
段
と
増
え
た
。

「造
粒
砂
を
出
荷
す
る
た
び
、
今
日

も
山
を
守
れ
た
と
う
れ
し
く
な
る
」

漁
業
関
係
者
の
多
い
地
元
で
は
、

地
球
温
暖
化
な
ど
気
候
変
動
に
関
す

る
悲
痛
の
声
を
聞
く
機
会
も
多
い
。

伊
藤
会
長
は

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
は
急

務
」
と
使
命
感
を
持
ち
な
が
ら
も
、

「
一
つ
の
会
社
で
１７
つ
の
ゴ
ー
ル
を

達
成
す
る
の
は
難
し
い
。
中
小
企
業

は
ま
ず
自

分
た
ち

の
事
業
を
見
直

し
、
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

く
し
か
な
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

同
社
は
工
場
内
の
バ
イ
オ

マ
ス
発

電
装
置
な
ど
、
設
備
面
の
環
境
対
策

に
も
着
手
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
最
後
、

・７
番
目
の
ゴ
ト
ル
は

「
パ
↓
ト
ナ
ー

シ

ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」
。

協
力
し
て
全
て
の
ピ
ー
ス
を
そ
ろ
え

る
に
は
、

「
難
し
く
考
え
な
く
て
良

い
」
と
い
う
ガ
ラ
ス
リ
ソ
ー
シ
ン
グ

の
信
念
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

原
点
は
「も

つ
た
い
な
い
」
精
神

ガ
ラ
ス
リ
ソ
ー
シ
ン
グ
が
販
売
す
る
、廃
棄
の
色
付
き
瓶
を
加
工
し
た
人
工
砂
「造
粒
砂
」
。

安
全
無
害
に
特
殊
加
工
さ
れ
て
い
る
＝
２
０
２
■
年
１２
月
２２
日
、
銚
子
市

県

内

コ

ロ

ナ

県
内
で
５
日
、

６９
人
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
新
た

に
判
明
し
た
。
４
日
に
確
認
さ

れ
た
３４
人
か
ら
倍
増
し
、
前
週

（
・５
人
）
と
比
べ

工 :こと一二・生!
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子
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